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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ－４）:
【化１】

（式中、Ｗ＝Ｈ、Ｘ＝ＣＨ３、Ｙ＝５－ＣＨ３、Ｚ＝Ｈ、Ｒ＝ＯＣＨ３、Ｇ＝ＣＯ２－Ｃ

２Ｈ５）
で示される化合物と、式（ＩＩ－１）:
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【化２】

（式中、Ｊは、ヨウ素を表わす）
で示される活性化合物とを含有してなる、殺虫及び殺ダニ用組成物。
【請求項２】
　昆虫及びダニを防除するための請求項１に記載の組成物の使用。
【請求項３】
　請求項１に記載の組成物を昆虫及びダニ、及び／又はこの生息環境に作用させることを
特徴とする、昆虫及びダニの防除方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の組成物を増量剤及び／又は界面活性剤と混合することを特徴とする、
殺虫及び殺ダニ組成物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、公知の環状ケトエノールと別の公知の殺虫活性化合物の両方を含有してなる
新規な活性化合物の組み合わせに関する。この組み合わせは、昆虫及び望まれていないダ
ニなどの動物害虫の防除に極めて適している。
【背景技術】
【０００２】
　ある種の環状ケトエノール類が除草性、殺虫性及び殺ダニ性を有することが知られてい
る。これらの化合物の活性は良好である。しかし、低施用量では、不満足な場合がある。
【０００３】
　非置換二環式３－アリールピロリジン－２，４－ジオン誘導体（欧州特許出願公開第３
５５５９９号及び同第４１５　２１１号公報）及び置換単環式３－アリールピロリジン－
２，４－ジオン誘導体（欧州特許出願公開第３７７８９３号及び同第４４２０７７号公報
）が除草、殺虫又は殺ダニ作用を有することが知られている。
【０００４】
　また、多環式３－アリールピロリジン－２，４－ジオン誘導体（欧州特許出願公開第４
４２０７３号公報）及び１Ｈ－アリールピロリジンジオン誘導体（欧州特許出願公開第４
５６０６３号、同第５２１３３４号、同第５９６２９８号、同第６１３８８４号、同第６
１３８８５号、国際公開第ＷＯ９４／０１９９７号、同第ＷＯ９５／２６９５４号、同第
ＷＯ９５／２０５７２号、欧州特許出願公開第０６６８２６７号、国際公開第ＷＯ９６／
２５３９５号、同第ＷＯ９６／３５６６４号、同第ＷＯ９７／０１５３５号、同第ＷＯ９
７／０２２４３号、同第ＷＯ９７／３６８６８号、同第ＷＯ９７／４３２７５号、同第Ｗ
Ｏ９８／０５６３８号、同第ＷＯ９８／０６７２１号、同第ＷＯ９８／２５９２８号、同
第ＷＯ９９／１６７４８号、同第ＷＯ９９／２４４３７号、同第ＷＯ９９／４３６４９号
、同第ＷＯ９９／４８８６９号及び同第ＷＯ９９／５５６７３号、同第ＷＯ０１／２３３
５４号、同第ＷＯ０１／７４７７０号公報）も知られている。これらの化合物の活性は良
好である。しかし低施用量では不満足な場合がある。
【０００５】
　また、フタル酸ジアミドと別の生物活性との混合物が殺虫及び／又は殺ダニ作用を有す
ることも知られている（国際公開第ＷＯ０２／０８７３３４号公報）。しかし、この混合
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物の作用は、必ずしも最適とは限らない。
【０００６】
　さらにまた、多数の複素環式化合物、有機スズ化合物、ベンゾイルウレア類及びピレス
ロイド類が殺虫及び殺ダニ性を有することも既に知られている（国際公開第ＷＯ９３－２
２２９７号、同第ＷＯ９３－１００８３号、ドイツ特許出願公開第２６４１３４３号、欧
州特許出願公開第３４７４８８号、同第２１０４８７号、米国特許第３２６４１７７号及
び欧州特許出願公開第２３４０４５号公報参照）。しかし、これらの化合物の作用は、必
ずしも満足できるとは限らない。
【発明の開示】
【０００７】
　今般、式（Ｉ）
【０００８】
【化１１】

〔式中
　Ｘはハロゲン、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル、ハロアルコキシ又はシアノを表
し、
　Ｗ、Ｙ及びＺは、互いに独立して水素、ハロゲン、アルキル、アルコキシ、ハロアルキ
ル、ハロアルコキシ又はシアノを表し、
　Ａは水素、いずれの場合にも場合によりハロゲンで置換されていてもよいアルキル、ア
ルコキシアルキル、場合により置換されていてもよい飽和シクロアルキル（場合によりそ
の少なくとも１個の環原子は、異種原子で置換されていてもよい。）を表し、
　Ｂは水素又はアルキルを表し、
　Ａ及びＢはこれらが結合している炭素原子と一緒になって、場合により少なくとも１個
の異種原子を含有していてもよい飽和又は不飽和の非置換又は置換された環を表し、
　Ｄは水素を表すか、又はアルキル、アルケニル、アルコキシアルキル、飽和シクロアル
キル（場合によりその１個又はそれ以上の環構成要素は、異種原子で置換されていてもよ
い。）からなる群の中から選択される場合により置換されていてもよい基を表し、
　Ａ及びＤはこれらが結合している原子と一緒になって、場合により少なくとも１個の異
種原子を含有していてもよい、非置換であるか又はＡ、Ｄ部分において置換されている飽
和又は不飽和環を表し、
　Ｇは水素（ａ）を表すか、又は下記の基
【０００９】
【化１２】
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　Ｅは金属イオン又はアンモニウムイオンを表し、
　Ｌは酸素又は硫黄を表し、
　Ｍは酸素又は硫黄を表し、
　Ｒ１はいずれの場合にも場合によりハロゲンで置換されていてもよいアルキル、アルケ
ニル、アルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、ポリアルコキシアルキル又は場合に
よりハロゲン、アルキルもしくはアルコキシで置換されていてもよいシクロアルキル（前
記シクロアルキルは、少なくとも１個の異種原子で中断されていてもよい。）、いずれの
場合にも場合により置換されていてもよいフェニル、フェニルアルキル、ヘタリール、フ
ェノキシアルキル又はヘタリールオキシアルキルを表し、
　Ｒ２はいずれの場合にも場合によりハロゲンで置換されていてもよいアルキル、アルケ
ニル、アルコキシアルキル、ポリアルコキシアルキルを表すか、又はいずれの場合にも場
合により置換されていてもよいシクロアルキル、フェニル又はベンジルを表し、
　Ｒ３は場合によりハロゲンで置換されていてもよいアルキル又は場合により置換されて
いてもよいフェニルを表し、
　Ｒ４及びＲ５は、互いに独立していずれの場合にも場合によりハロゲンで置換されてい
てもよいアルキル、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルチオ、ア
ルケニルチオ、シクロアルキルチオを表すか、又はいずれの場合にも場合により置換され
ていてもよいフェニル、ベンジル、フェノキシ又はフェニルチオを表し、及び
　Ｒ６及びＲ７は、互いに独立して水素、いずれの場合にも場合によりハロゲンで置換さ
れていてもよいアルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルコキシ、アルコキシアルキ
ルを表すか、場合により置換されていてもよいフェニルを表すか、場合により置換されて
いてもよいベンジルを表すか、又はこれらを結合しているＮ原子と一緒になって場合によ
り置換されていても環（この環は、場合により酸素又は硫黄で中断されていてもよい。）
を表す。〕
で示される化合物と、後記の式（ＩＩ）で示される少なくとも１種のフタル酸ジアミドと
の混合物が、相乗活性であり且つ動物害虫の防除に適していることが見出された。
【００１０】
　特に置換基の性質に応じて、式（Ｉ）で示される化合物は、幾何異性体及び／又は光学
異性体としてあるいは所望ならば慣用の方法で分離することができる種々の組成物の異性
体混合物として存在することができる。本発明は、純粋な異性体及び異性体混合物の両方
、これらの製造方法及び使用並びにこれらを含有する組成物を提供する。しかし、以下で
は、便宜上、式（Ｉ）で示される化合物は、意味することは両方であるが、純粋な化合物
と、適切ならば、種々の割合の複数の異性体化合物とを有する混合物の両方を指す。
【００１１】
　式（ＩＩ）で示されるフタル酸ジアミドは、同様に、以下の刊行物（欧州特許出願公開
第０９１９５４２号、同第１００６１０７号、国際公開第ＷＯ０１／００５７５号、同Ｗ
Ｏ０１／００５９９号、同ＷＯ０１／４６１２４号、特開２００１－３３５５９号、国際
公開第ＷＯ０１／０２３５４号、同第ＷＯ０１／２１５７６号、同第ＷＯ０２／０８８０
７４号、同第ＷＯ０２／０８８０７５号、同第ＷＯ０２／０９４７６５号、同第ＷＯ０２
／０９４７６６号、同第ＷＯ０２／０６２８０７号公報参照）から知られているか又はこ
れらに包含されている公知化合物である。
【００１２】
　これらの刊行物に記載の一般式及び定義並びこれらの刊行物に記載の個々の化合物は、
本明細書に参照により特に組み込まれる。
【００１３】
　前記のフタル酸ジアミドは、次の式（ＩＩ）で要約される。
【００１４】
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【化１３】

｛式中、
　Ｋはハロゲン、シアノ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ又はハロアルコキシを表
し、
　Ｒｅ１、Ｒｅ２、Ｒｅ３は、それぞれ互いに独立して、水素、シアノを表すか、場合に
よりハロゲンで置換されていてもよいＣ３－Ｃ８－シクロアルキルを表すか、又は式
　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ１－Ｑｋ

〔式中、
　Ｍ１は、場合により置換されていてもよいアルキレン、アルケニレン又はアルキニレン
を表し、
　Ｑは、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ハロアルキル、いずれの場合にも場合により
置換されていてもよいＣ３－Ｃ８－シクロアルキル、アルキルカルボニル又はアルコキシ
カルボニル、いずれの場合にも場合により置換されていてもよいフェニル又はヘタリール
を表すか、又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ－Ｒｅ４

を表し、基中、
　Ｔは－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－又は
【００１５】
【化１４】

を表し、
　Ｒｅ４は水素、いずれの場合にも場合により置換されていてもよいアルキル、アルケニ
ル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、アルコキシアルキル、アル
キルカルボニル、アルコキシカルボニル、フェニル、フェニルアルキル、フェニルアルコ
キシ、ヘタリール又はヘタリールアルキルを表し、
　Ｒｅ５は水素を表すか、いずれの場合にも場合により置換されていてもよいアルキルカ
ルボニル、アルコキシカルボニル、フェニルカルボニル又はフェニルアルコキシカルボニ
ルを表し、
　ｋは１から４の数を表し、
　ｍは０から２の数を表す。〕
で示される基を表し、
　Ｒｅ１及びＲｅ２は一緒になって、場合により置換されていてもよい４から７員環（こ
の環は場合により異種原子で中断されていてもよい。）を形成し、
　Ｌ１及びＬ３は、互いに独立して水素、ハロゲン、シアノ、又はいずれの場合にも場合
により置換されていてもよいアルキル、アルコキシ、アルカ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、フェニル、
フェノキシ又はヘタリールオキシを表し、
　Ｌ２は水素、ハロゲン、シアノ、いずれの場合にも場合により置換されていてもよいア
ルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、フェニル又はヘタリ
ールを表すか、又は基
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ２－Ｒｅ６

〔式中、
　Ｍ２は－Ｏ－又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－を表し、
及び
　Ｒｅ６は、いずれの場合にも場合により置換されていてもよいアルキル、アルケニル、
アルキニル、シクロアルキル、フェニル又はヘタリールを表す。〕
を表し、
　Ｌ１及びＬ３、又はＬ１及びＬ２は、場合により置換されていてもよい５又は６員環（
この環は、場合により異種原子で中断されていてもよい。）を形成する。｝
【００１６】
　Ｋが、好ましくは、弗素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１

－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ又はＣ１－Ｃ６－ハロアルコキシを表し
、
　Ｒｅ１、Ｒｅ２、Ｒｅ３が、それぞれ互いに独立して、好ましくは、水素、シアノを表
すか、場合によりハロゲンで置換されていてもよいＣ３－Ｃ６－シクロアルキルを表すか
、又は式
　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ１－Ｑｋ

〔式中、
　Ｍ１は、好ましくは、Ｃ１－Ｃ８－アルキレン、Ｃ３－Ｃ６－アルケニレン又はＣ３－
Ｃ６－アルキニレンを表し、
　Ｑは、好ましくは、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ハロアルキルを表すか、又は場
合により弗素、塩素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル又はＣ１－Ｃ６－アルコキシで置換されてい
てもよいＣ３－Ｃ８－シクロアルキル（場合によりこの１個の環構成要素又は２個の直接
に隣り合わない環構成要素は、酸素及び／又は硫黄で置換されていてもよい。）を表すか
、又はいずれの場合にも場合によりハロゲンで置換されていてもよいＣ１－Ｃ６－アルキ
ルカルボニル又はＣ１－Ｃ６－アルコキシカルボニルを表すか、又はいずれの場合にも場
合によりハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、シアノ又はニトロで置換されていてもよいフェ
ニル又はヘタリール（前記ヘタリールは５個又は６個の環原子を有する。）（例えば、フ
ラニル、ピリジル、イミダゾリル、トリアゾリル、ピラゾリル、ピリミジル、チアゾリル
又はチエニル）を表すか、又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ－Ｒｅ４

を表し、基中、
　Ｔは、好ましくは、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－又は
【００１７】
【化１５】

を表し、
　Ｒｅ４は好ましくは水素を表すか、いずれの場合にも場合により弗素及び／又は塩素で
置換されたＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキニル、
Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニルを表すか、フェニル
、Ｃ１－Ｃ４－フェニルアルキル、Ｃ１－Ｃ４－フェニルアルキルオキシ、ヘタリール又
はヘタリールアルキルを表し（これらはそれぞれ、場合によりハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコ
キシ、ニトロ又はシアノ、５個又は６個の環原子を有するヘタリール（例えば、フラニル
、ピリジル、イミダゾリル、トリアゾリル、ピラゾリル、ピリミジル、チアゾリル又はチ
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エニル）でモノからテトラ置換されていてもよい。）、
　Ｒｅ５は、好ましくは、水素を表すか、いずれの場合にも場合により弗素及び／又は塩
素で置換されていてもよいＣ１－Ｃ６－アルキルカルボニル又はＣ１－Ｃ６－アルコキシ
カルボニルを表すか、フェニルカルボニル又はフェニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキルオキシカ
ルボニル（これらはそれぞれ、場合によりハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６

－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、ニトロ又はシ
アノでモノからテトラ置換されていてもよい。）を表し、
　ｋは、好ましくは、１から３の数を表し、
　ｍは、好ましくは、０から２の数を表す。〕
で示される基を表し、
　Ｒｅ１及びＲｅ２が、好ましくは、場合により酸素又は硫黄原子で場合によって中断さ
れていてもよい５又は６員環を形成し、
　Ｌ１及びＬ３が、互いに独立して、好ましくは、水素、シアノ、弗素、塩素、臭素、ヨ
ウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ

１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－を表すか、フェニル、フェノキシ、ピリジニルオキシ、チアゾリル
オキシ又はピリミジルオキシ（これらはそれぞれ、場合により弗素、塩素、臭素、Ｃ１－
Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハ
ロアルコキシ、シアノ又はニトロでモノからトリ置換されていてもよい。）を表し、
　Ｌ２が、好ましくは、水素、弗素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノを表すか、いずれの場
合にも場合により弗素及び／又は塩素で置換されていてもよいＣ１－Ｃ１０－アルキル、
Ｃ２－Ｃ１０－アルケニル又はＣ２－Ｃ６－アルキニルを表すか、いずれの場合にも場合
により弗素又は塩素で置換されていてもよいＣ３－Ｃ６－シクロアルキルを表すか、フェ
ニル、ピリジル、チエニル、ピリミジル又はチアゾリル（これらはそれぞれ、場合により
弗素、塩素、臭素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、シアノ又はニトロでモノからトリ置換されてい
てもよい。）を表すか、又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ２－Ｒｅ６

〔式中、
　Ｍ２は、好ましくは、－Ｏ－又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－を表し、
　Ｒｅ６は、好ましくは、いずれの場合にも場合により弗素及び／又は塩素で置換されて
いてもよいＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニル又
はＣ３－Ｃ６－シクロアルキルを表すか、フェニル、ピリジル、ピリミジル又はチアゾリ
ル（これらはそれぞれ、場合により弗素、塩素、臭素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ

６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、シアノ又は
ニトロでモノからトリ置換されていてもよい。）を表す。〕
を表し、
　Ｌ１及びＬ３、又はＬ２及びＬ３が一緒になって、好ましくは、いずれの場合にも場合
により弗素及び／又はＣ１－Ｃ２－アルキルで置換されていてもよい５又は６員環（この
環は場合により１個又は２個の酸素原子で中断されていてもよい。）を形成する
式（ＩＩ）で示される化合物が好ましい。
【００１８】
　Ｋが、特に好ましくは、塩素、臭素又はヨウ素を表し、
　Ｒｅ１、Ｒｅ２及びＲｅ３が、それぞれ互いに独立して、特に好ましくは、水素を表す
か又は式
　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ１－Ｑｋ

〔式中、
　Ｍ１は、特に好ましくは、Ｃ１－Ｃ８－アルキレン、Ｃ３－Ｃ６－アルケニレン又はＣ

３－Ｃ６－アルキニレンを表し、
　Ｑは、特に好ましくは、水素、弗素、塩素、シアノ、トリフルオロメチル、Ｃ３－Ｃ６
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－シクロアルキルを表すか又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ－Ｒｅ４

を表し、基中、
　Ｔは、特に好ましくは、－Ｏ－又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－を表し、
　Ｒ４は、特に好ましくは、水素を表すか、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケ
ニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニル又はＣ３－Ｃ６－シクロアルキル（これらはそれぞれ、場
合により弗素及び／又は塩素でモノからトリ置換されていてもよい。）を表し、
　ｋは、特に好ましくは、１から３の数を表し、
　ｍは、特に好ましくは、０から２の数を表す。〕
で示される基を表し、
　Ｌ１及びＬ３が、互いに独立して、特に好ましくは、水素、弗素、塩素、臭素、ヨウ素
、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ
、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルコキシを表すか、フェニル又はフェノキシ（これらはそれぞれ、
場合により弗素、塩素、臭素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ２－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルコキシ、シアノ又はニトロでモノ又はジ置換
されていてもよい。）を表し、
　Ｌ２が、特に好ましくは、水素、弗素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノを表すか、Ｃ１－
Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル又はＣ３－Ｃ６－シ
クロアルキル（これらはそれぞれ、場合により弗素及び／又は塩素でモノからトリデカ置
換されていてもよい。）を表すか、又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ２－Ｒｅ６

〔式中、
　Ｍ２は、特に好ましくは、－Ｏ－又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－を表し、
及び
　Ｒｅ６は、特に好ましくは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－
Ｃ６－アルキニル又はＣ３－Ｃ６－シクロアルキル（これらはそれぞれ、場合により弗素
及び／又は塩素でモノからトリデカ置換されていてもよい）を表すか、フェニル又はピリ
ジル（これらはそれぞれ、場合により弗素、塩素、臭素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－
Ｃ４－アルコキシ、トリフルオロメチル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、
シアノ又はニトロでモノ又はジ置換されていてもよい。）を表す。〕を表す
式（ＩＩ）で示される化合物が特に好ましい。
【００１９】
　Ｋが、極めて特に好ましくは、ヨウ素を表し、
　Ｒｅ１及びＲｅ２が、極めて特に好ましくは、水素を表し、
　Ｒｅ３が、極めて特に好ましくは、式
　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ１－Ｑ
〔式中、
　Ｍ１は、極めて特に好ましくは、
【００２０】
【化１６】

を表し、
　Ｑは、極めて特に好ましくは、水素、弗素、塩素、シアノ、トリフルオロメチル、Ｃ３

－Ｃ６－シクロアルキルを表すか又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ－Ｒｅ４
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を表し、基中、
　Ｔは、極めて特に好ましくは、－Ｓ－、－ＳＯ－又は－ＳＯ２－を表し、
　Ｒｅ４は、極めて特に好ましくは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ
－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチルもしくはｔｅｒｔ－ブチル、アリル、ブテニル又
はイソプレニルを表す（これらはそれぞれ、場合により弗素及び／又は塩素でモノからト
リ置換されていてもよい。）。〕
を表し、
　Ｌ１及びＬ３が互いに独立して、極めて特に好ましくは、水素、弗素、塩素、臭素、ヨ
ウ素、シアノ、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、メト
キシ、エトキシ、トリフルオロメチル、ジフルオロメトキシ又はトリフルオロメトキシを
表し、
　Ｌ２が、極めて特に好ましくは、水素、弗素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノを表すか、
メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、ブテニル又はイソプレニル（これらはそれぞれ、場合に
より弗素及び／又は塩素でモノからノナ置換されていてもよい。）を表すか、又は基
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ２－Ｒ６

〔式中、
　Ｍ２は、極めて特に好ましくは、酸素又は硫黄を表し、及び
　Ｒｅ６は、極めて特に好ましくは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ
－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、ブテニル又はイソ
プレニル（これらはそれぞれ、場合により弗素及び／又は塩素でモノからノナ置換されて
いてもよい。）を表すか、場合により弗素、塩素、臭素、メチル、エチル、メトキシ、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、シアノ又はニトロでモ
ノ又はジ置換されていてもよいフェニルを表す。〕を表す
式（ＩＩ）で示される化合物が極めて特に好ましい。
【００２１】
　式ＩＩ－１
【００２２】

【化１７】

で示される化合物が、特別に好ましい。
【００２３】
　意外にも、本発明の活性化合物の組み合わせの殺虫及び／又は殺ダニ作用は、個々の活
性化合物の作用の合計よりも相当に高い。従って、予測し得ないまさに相乗効果が存在し
、これはまさに作用の付加ではない。
【００２４】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、式（Ｉ）で示される少なくとも１種の活性化合物
の他に、式（ＩＩ）で示される少なくとも１種の活性化合物を含有する。
【００２５】
　一般式（Ｉ）で示され、基が以下に定義する通りである化合物を含有する活性化合物の
組み合わせが好ましい：
　Ｗは、好ましくは水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、塩素、臭素
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又は弗素を表し、
　Ｘは、好ましくはＣ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、弗素、塩素又は臭素を表し、
　Ｙ及びＺは、互いに独立して好ましくは水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ハロゲン、Ｃ１

－Ｃ４－アルコキシ又はＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し、
　Ａは、好ましくは水素、又はいずれの場合にも場合によりハロゲン置換されていてもよ
いＣ１－Ｃ６－アルキルもしくはＣ３－Ｃ８－シクロアルキルを表し、
　Ｂは、好ましくは水素、メチル又はエチルを表し、
　Ａ、Ｂ及びこれらが結合している炭素原子は、好ましくは、場合により１個の環構成要
素が酸素又は硫黄で置換されていてもよく、場合によりＣ１－Ｃ４－アルキル、トリフル
オロメチルもしくはＣ１－Ｃ４－アルコキシでモノ置換又はジ置換されていてもよい飽和
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルを表し、
　Ｄが好ましくは水素、いずれの場合にも場合により弗素もしくは塩素で置換されていて
もよいＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル又はＣ３－Ｃ６－シクロアルキル
を表し、
　Ａ及びＤは一緒になって、好ましくは、場合によりメチルで置換されていてもよいＣ３

－Ｃ４－アルカンジイル（場合によりその１個のメチレン基は、硫黄で置換されていても
よい。）を表し、
　Ｇは、好ましくは水素（ａ）を表すか、又は下記の基
【００２６】
【化１８】

の一つを表し、基中、
　Ｅは金属イオン又はアンモニウムイオンを表し、
　Ｌは酸素又は硫黄を表し、及び
　Ｍは酸素又は硫黄を表し、
　Ｒ１は、好ましくは、いずれの場合にも場合によりハロゲンで置換されていてもよいＣ

１－Ｃ１０－アルキル、Ｃ２－Ｃ１０－アルケニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ

４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は場合により弗素、
塩素、Ｃ１－Ｃ４－アルキルもしくはＣ１－Ｃ２－アルコキシで置換されていてもよいＣ

３－Ｃ６－シクロアルキルを表すか、
　場合により弗素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
アルコキシ、トリフルオロメチル又はトリフルオロメトキシで置換されていてもよいフェ
ニルを表すか、
　いずれの場合にも場合により塩素もしくはメチルで置換されていてもよいピリジル又は
チエニルを表し、
　Ｒ２は、好ましくは、いずれの場合にも場合により弗素又は塩素で置換されていてもよ
いＣ１－Ｃ１０－アルキル、Ｃ２－Ｃ１０－アルケニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ２

－Ｃ４－アルキルを表すか、
　場合によりメチル又はメトキシで置換されていてもよいＣ５－Ｃ６－シクロアルキルを
表すか、又は
　いずれの場合にも場合により弗素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、トリフルオロメチル又はトリフルオロメトキシで置換され
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ていてもよいフェニル又はベンジルを表し、
　Ｒ３は、好ましくは、場合により弗素で置換されていてもよいＣ１－Ｃ４－アルキルを
表すか、又は場合により弗素、塩素、臭素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ、トリフルオロメチル、トリフルオロメトキシ、シアノ又はニトロで置換されていて
もよいフェニルを表し、
　Ｒ４は、好ましくは、いずれの場合にも場合により弗素又は塩素で置換されていてもよ
いＣ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、Ｃ１

－Ｃ４－アルキルチオを表すか、又はいずれの場合にも場合により弗素、塩素、臭素、ニ
トロ、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、トリフルオロメトキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
チオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロゲノアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルもしくはトリフルオロ
メチルで置換されていてもよいフェニル、フェノキシ又はフェニルチオを表し、
　Ｒ５は、好ましくはＣ１－Ｃ４－アルコキシ又はＣ１－Ｃ４－チオアルキルを表し、
　Ｒ６は、好ましくはＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６

－アルコキシ、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ルを表し、
　Ｒ７は、好ましくはＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル又はＣ１－Ｃ４－
アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキルを表し、
　Ｒ６及びＲ７は一緒になって、好ましくは、場合によりメチル又はエチルで置換されて
いてもよいＣ３－Ｃ６－アルキレン基（場合によりその１個の炭素原子は、酸素又は硫黄
で置換されていてもよい。）を表し、
　Ｗは、特に好ましくは水素、メチル、エチル、塩素、臭素又はメトキシを表し、
　Ｘは、特に好ましくは塩素、臭素、メチル、エチル、プロピル、ｉ－プロピル、メトキ
シ、エトキシ又はトリフルオロメチルを表し、
　Ｙ及びＺは互いに独立して、特に好ましくは水素、弗素、塩素、臭素、メチル、エチル
、プロピル、ｉ－プロピル、トリフルオロメチル又はメトキシを表し、
　Ａは、特に好ましくはメチル、エチル、プロピル、ｉ－プロピル、ブチル、ｉ－ブチル
、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、シクロペンチル又はシクロヘキ
シルを表し、
　Ｂが特に好ましくは水素、メチル又はエチルを表し、
　Ａ、Ｂ及びこれらが結合している炭素原子は、特に好ましくは、場合により１個の環構
成要素が酸素で置換されていてもよく、場合によりメチル、エチル、メトキシ、エトキシ
、プロポキシ又はブトキシでモノ置換されていてもよい飽和Ｃ６－シクロアルキルを表し
、
　Ｄは、特に好ましくは水素を表すか、メチル、エチル、プロピル、ｉ－プロピル、ブチ
ル、ｉ－ブチル、アリル、シクロプロピル、シクロペンチル又はシクロヘキシルを表し、
　Ａ及びＤは一緒になって、特に好ましくは場合によりメチルで置換されていてもよいＣ

３－Ｃ４－アルカンジイルを表し、
　Ｇは、特に好ましくは水素（ａ）を表すか、又は下記の基
【００２７】
【化１９】

の１つを表し、基中、
　Ｍは酸素又は硫黄を表し、
　Ｒ１は、特に好ましくは、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、メトキシ
メチル、エトキシメチル、エチルチオメチル、シクロプロピル、シクロペンチル又はシク
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　場合により弗素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、メチル、エチル、メトキシ、トリフル
オロメチル又はトリフルオロメトキシでモノまたはジ置換されていてもよいフェニルを表
すか、
　ピリジル又はチエニルを表し（これらはそれぞれ、場合により塩素又はメチルで置換さ
れていてもよい。）、
　Ｒ２は、特に好ましくはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、メトキシエ
チル、エトキシエチルを表すか、又はフェニルもしくはベンジルを表し、
　Ｒ６及びＲ７は互いに独立して、特に好ましくはメチル、エチルを表すか、又は一緒に
なってＣ３－メチレン基が酸素で置換されたＣ５－アルキレン基を表し、
　Ｗは、極めて特に好ましくは水素又はメチルを表し、
　Ｘは、極めて特に好ましくは塩素、臭素又はメチルを表し、
　Ｙ及びＺは互いに独立して、極めて特に好ましくは水素、塩素、臭素又はメチルを表し
、
　Ａ、Ｂ及びこれらを結合している炭素原子は、極めて特に好ましくは、飽和Ｃ６－シク
ロアルキルであって場合により１個の環構成要素が酸素で置換されていてもよく、場合に
よりメチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ又はブトキシでモノ置換されていてもよい
飽和Ｃ６－シクロアルキルを表し、
　Ｄは、極めて特に好ましくは水素を表し、
　Ｇは、極めて特に好ましくは水素（ａ）を表すか、又は下記の基
【００２８】

【化２０】

の一つを表し、基中、
　Ｍは酸素又は硫黄を表し、
　Ｒ１は、極めて特に好ましくはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、メト
キシメチル、エトキシメチル、エチルメチルチオ、シクロプロピル、シクロペンチル、シ
クロヘキシルを表すか、又は
　場合により弗素、塩素、臭素、メチル、メトキシ、トリフルオロメチル、トリフルオロ
メトキシ、シアノ又はニトロで置換されていてもよいフェニルを表すか、
　ピリジル又はチエニルを表し（これらはそれぞれ、場合により塩素又はメチルで置換さ
れていてもよい。）、
　Ｒ２は、極めて特に好ましくはＣ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、メト
キシエチル、エトキシエチル、フェニル又はベンジルを表し、
　Ｒ６及びＲ７は互いに独立して、極めて特に好ましくはメチル、エチルを表すか、又は
一緒になってＣ３－メチレン基が酸素で置換されたＣ５－アルキレン基を表す。
【００２９】
　特に好ましいのは、下記の式（Ｉ）で示される化合物との活性化合物の組み合わせであ
る。
【００３０】
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【００３１】
　式（Ｉ－４）で示される化合物と式（ＩＩ－１）で示される化合物とを含有する活性化
合物の組み合わせが重要である。
【００３２】
　上記の一般的な基又は好ましい基の定義又は例示は、所望のように相互に組み合わせる
ことができる、すなわち例えばそれぞれの範囲及び好ましい範囲の間の組み合わせである
ことができる。これらは、最終生成物及び対応する前駆物質及び中間体の両方に適用され
る。
【００３３】
　本発明の好ましいものは、好ましいものとして上記に示した意味の組み合わせを含む式
（Ｉ）及び（ＩＩ）の化合物である。
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【００３４】
　本発明の特に好ましいものは、特に好ましいものとして上記に示した意味の組み合わせ
を含む式（Ｉ）及び（ＩＩ）の化合物である。
【００３５】
　本発明の極めて特に好ましいものは、極めて特に好ましいものとして上記に示した意味
の組み合わせを含む式（Ｉ）及び（ＩＩ）の化合物である。
【００３６】
　飽和又は不飽和炭化水素基、例えばアルキル又はアルケニルは、いずれの場合にも、こ
れが可能である限りは直鎖又は分枝鎖であることができ、例えばアルコキシにおけるよう
に異種原子との組み合わせを包含する。
【００３７】
　特に示さない限りは、場合により置換されていてもよい基は、モノ置換又は多置換され
ることができ、この場合、多置換の場合には置換基は同一であるか異なることができる。
【００３８】
　また、活性化合物の組み合わせは、別の殺菌、殺ダニ又は殺虫活性混合成分を含有して
いてもよい。
【００３９】
　活性化合物が本発明の活性化合物の組み合わせ中にある重量比で存在する場合には、相
乗効果が特に顕著である。しかし、活性化合物の組み合わせ中の活性化合物の重量比は、
比較的広い範囲内で変化させることができる。一般に、本発明の組み合わせは、式（Ｉ）
で示される活性化合物と、式（ＩＩ）で示される混合成分とを示される好ましい及び特に
好ましい混合比で含有する。
【００４０】
　好ましい混合比は、２５０：１から１：５０である。
【００４１】
　特に好ましい混合比は、２５：１から１：１０である。
【００４２】
　混合比は、重量比に基づく。この比は、式（Ｉ）で示される活性化合物：式（ＩＩ）で
示される混合成分を意味すると解釈されるべきである。
【００４３】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、植物に対する良好な耐性、温血動物種に対する低
毒性及び良好な環境適合性を示しながら、農業、動物衛生、林業、果樹園及びレジャー施
設、貯蔵製品及び材料の保護並びに衛生部門で認められる動物害虫、好ましくは節足動物
及び線虫、特に昆虫及びクモ形動物を防除するのに適している。本発明の活性化合物の組
み合わせは、通常の感受性及び抵抗性の種に対して及び発育段階の全部又はそれぞれに対
して活性である。前記の害虫としては下記のものが挙げられる：
　等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）から、例えばオニクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅ
ｌｌｕｓ）、オカダンゴムシ（Ａｒｍａｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）及びワラ
ジムシ（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）、
　ヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）から、例えばブラニウルス・グッツラーツス（Ｂｌａ
ｎｉｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）、
　ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）から、例えばツチムカデ（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　ｃａ
ｒｐｏｐｈａｇｕｓ）及びスクチゲラ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ）種、
　コムカデ目（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）から、例えばスクチゲレラ・イマクラータ（Ｓｃｕｔ
ｉｇｅｒｅｌｌａ　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ）、
　シミ目（Ｔｈｙｓａｎｕｒａ）から、例えばセイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃ
ｈａｒｉｎａ）、
　トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）から、例えばシロトビムシ（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕ
ｓ　ａｒｍａｔｕｓ）、
　直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）から、例えばヨーロッパイエコオロギ（Ａｃｈｅｔａ
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　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ケラ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ）種、トノサマバッタ（Ｌｏ
ｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉｏｉｄｅｓ）、メラノプルス（
Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ）種及びサバクトビバッタ（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇ
ａｒｉａ）、
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉａ）から、例えばトウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏ
ｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ
）、マデラゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）及びチャバネゴキブリ（
Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、
　ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）から、例えばヨーロッパクギヌキハサミムシ（
Ｆｏｒｆｉｃｕｌａ　ａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ）、
　シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えばヤマトシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅ
ｒｍｅｓ）種、
　シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）から、例えばコロモジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕ
ｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏｒｐｏｒｉｓ）、ブタジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ）種
、ケモノホソジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ）種、ケモノハジラミ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅ
ｃｔｅｓ）種及びダマリニア（Ｄａｍａｌｉｎｉａ）種、
　総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）から、例えばクリバネアザミウマ（Ｈｅｒｃｉｎ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、ネギアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ
）、ミナミキイロアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）及びミカンキイロアザミウマ
（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、
　異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）から、例えばチャイロカメムシ（Ｅｕｒｙｇａｓｔ
ｅｒ）種、ベニホシカメムシ（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉｕｓ）、ピエス
マ・クアドゥラータ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）、トコジラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｌ
ｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、オオサシガメ（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｐｒｏｌｉｘｕｓ）及びサ
シガメ（Ｔｒｉａｔｏｍａ）種、
　同翅目（Ｈｏｍｏｐｔｅｒａ）から、例えばアレウロデス・ブラシッカエ（Ａｌｅｕｒ
ｏｄｅｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）
、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、ワタ
アブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒ
ｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、クリプトミズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒ
ｉｂｉｓ）、マメクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）、アフィス・ポミ（Ａｐｈ
ｉｓ　ｐｏｍｉ）、リンゴワタムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒｕｍ）、モモコ
フキアブラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ブドウジラミ（Ｐｈ
ｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）、ワタムシ（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ）種、ムギヒ
ゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ａｖｅｎａｅ）、ミズス（Ｍｙｚｕｓ）種
、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、ムギクビレアブラムシ（
Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ニドリヒメヨコバイ（Ｅｍｐｏａｓｃａ）種
、エウスケリス・ビロバーツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、ツマグロヨ
コバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、ミズキカタカイガラムシ（
Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）、オリーブカタカイガラムシ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏ
ｌｅａｅ）、ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、トビ
イロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、アカマルカイガラムシ（Ａｏｎ
ｉｄｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、シロマルカイガラムシ（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　
ｈｅｄｅｒａｅ）、コナカイガラムシ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ）種及びキジラミ（Ｐ
ｓｙｌｌａ）種、
　鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えばワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈ
ｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎ
ｉａｒｉｕｓ）、ケイマトビア・ブルマータ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ
）、リソコレチス・ブランカルデラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅ
ｌｌａ）、ヒポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、コナガ
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（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、オビカレハ（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎ
ｅｕｓｔｒｉａ）、ドクガ（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ）、マイマ
イガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ）種、ブックラトリクス・スルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒ
ｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ミカンハモグリガ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　
ｃｉｔｒｅｌｌａ）、ヤガ（Ａｇｒｏｔｉｓ）種、エウクソア（Ｅｕｘｏａ）種、フェル
テア（Ｆｅｌｔｉａ）種、ミスジオリンガ（Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｎａ）、ヒリオ
シス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ）種、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、
マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、ヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ）種、
イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃ
ａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、シロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ）種、ニカメイ
ガ（Ｃｈｉｌｏ）種、アワノメイガ（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、スジコ
ナマダラメイガ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ）、ハチノスツヅリガ（Ｇａ
ｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅ
ｌｌａ）、イガ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ）、ホフマンノフィラ・プセウド
スプレテルラ（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、カコ
エキア・ポダナ（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｐｏｄａｎａ）、カプア・レテクラナ（Ｃａｐｕａ
　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、トウヒシントメハマキ（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｆｕ
ｍｉｆｅｒａｎａ）、ブドウホソハマキ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、チャ
ハマキ（Ｈｏｍｏｎａ　ｍａｇｎａｎｉｍａ）、トルトリックス・ビリダーナ（Ｔｏｒｔ
ｒｉｘ　ｖｉｒｉｄａｎａ）、クナファロケルス（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ）種、イ
ネクビボソハムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、
　甲虫目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えばアノビウム・プンクターツム（Ａｎｏｂ
ｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、コナナガシンクイ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉ
ｎｉｃａ）、エンドウゾウムシ（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、インゲン
マメゾウムシ（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ヒロトルペス・
バジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、アゲラスチカ・アルニ（Ａｇｅ
ｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍ
ｌｉｎｅａｔａ）、カラシナハムシ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、デア
ブロチカ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ）種、ナトビハムシ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙ
ｓｏｃｅｐｈａｌａ）、インゲンテントウ（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ
）、アトマリア（Ａｔｏｍａｒｉａ）種、ノコギリヒラタムシ（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕ
ｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、ハナゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ）種、コクゾウ
ムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ）種、キンケクチブトリゾウムシ（Ｏｔｉｏｒｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、バショウオサゾウムシ（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｏｒ
ｄｉｄｕｓ）、ケウソルリンクス・アッシミリス（Ｃｅｕｔｈｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａ
ｓｓｉｍｉｌｉｓ）、アルファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、
カツヲブシムシ（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ）種、トゥロゴデルマ（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ）種
、アンスレヌス（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ）種、アッタゲヌス（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ）種、ヒ
ラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ）種、メリゲセス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　
ａｅｎｅｕｓ）、プテヌス（Ｐｔｉｎｕｓ）種、ニプトゥス・ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕ
ｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、ニセマルヒョウホンムシ（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏ
ｉｄｅｓ）、トゥボリウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ）種、チャイロコメノゴミムシダマシ（
Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、アグリオテス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ）種、コノデル
ス（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ）種、ヨーロッパコフキコガネ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌ
ｏｌｏｎｔｈａ）、アンフィマロン・ソルステテアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏ
ｌｓｔｉｔｉａｌｉｓ）、コステリトゥラ・アエアランデカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚ
ｅａｌａｎｄｉｃａ）及びイネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏ
ｐｈｉｌｕｓ）、
　膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、マツハバチ（Ｄｉｐｒｉｏｎ）種、
ナシミバチ（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ）種、ケアリ（Ｌａｓｉｕｓ）種、イエヒメアリ（Ｍ
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ｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）及びスズメバチ（Ｖｅｓｐａ）種、
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えばヤブカ（Ａｅｄｅｓ）種、ハマダラカ（Ａｎｏ
ｐｈｅｌｅｓ）種、イエカ（Ｃｕｌｅｘ）種、キイロショウジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈ
ｉｌａ　ｍｅｌａｎｏｇａｓｔｅｒ）、イエバエ（Ｍｕｓｃａ）種、ヒメイエバエ（Ｆａ
ｎｎｉａ）種、クロバエ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、キ
ンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ）種、オビキンバエ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ）種、ウサギヒフバ
エ（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ）種、ウマバエ（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）種、シラミバエ（
Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ）種、サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ）種、ヒツジバエ（Ｏｅｓｔｒ
ｕｓ）種、ヒフバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ）種、アブ（Ｔａｂａｎｕｓ）種、タンニア（
Ｔａｎｎｉａ）種、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、キモ
グリバエ（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、フォルビア（Ｐｈｏｒｂｉａ）種、アカザ
モグリハナバエ（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、チチュウカイミバエ（Ｃｅ
ｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、オリーブミバエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、チ
プラ・パルドーサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、ヒレミア（Ｈｙｌｅｍｙｉａ）
種及びハモグリバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ）種、
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えばケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）及びニワトリノミ（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ）種、
　クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）から、例えばイスラエルゴールドスコーピオ（Ｓｃｏｒ
ｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、クロゴケグモ（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｍａｃｔａｎｓ）、
アシブトコナダニ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、ナガヒメダニ（Ａｒｇａｓ）種、カズキ
ダニ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ）種、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎ
ａｅ）、エリオフィネス・リビス（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｒｉｂｉｓ）、ミカンサビダニ
（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ウシダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ
）種、コイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ）種、キララマダニ（Ａｍｂｌｙｏｍ
ｍａ）種、イボマダニ（Ｈｙａｌｏｍｍａ）種、マダニ（Ｉｘｏｄｅｓ）種、キュウセン
ヒゼンダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ）種、コリオプテス（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ）種、ヒゼ
ンダニ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ）種、ホコリダニ（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ）種、クローバー
ハダニ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅｔｉｏｓａ）、パノニクス（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ）
種、ハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ）種、ヘミタルソネムス（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ）種、ヒメハダニ（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ）種。
【００４４】
　植物寄生線虫としては、例えば、ネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）種
、バナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ナミキクセン
チュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、シストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒ
ａ）種、グロボデラ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ）種、ネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ）種、ハガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ）種、ナガハリセンチュウ
（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ）種、オオハリセンチュウ（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ）種、ユミハリ
センチュウ（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）種及びマツノザイセンチュウ（Ｂｕｒｓａｐｈｅ
ｌｅｎｃｈｕｓ）種が挙げられる。
【００４５】
　式（Ｉ）で示される化合物と式（ＩＩ）で示される少なくとも１種の化合物１から１５
との本発明の活性化合物の組み合わせは、「刺咬」害虫の防除に特に適している。これら
の「刺咬」害虫としては、特に次の害虫が挙げられる：
　鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えばワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈ
ｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎ
ｉａｒｉｕｓ）、ケイマトビア・ブルマータ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ
）、リソコレチス・ブランカルデラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅ
ｌｌａ）、ヒポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、コナガ
（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、オビカレハ（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎ
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ｅｕｓｔｒｉａ）、ドクガ（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ）、マイマ
イガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ）種、ブックラトリクス・スルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒ
ｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ミカンハモグリガ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　
ｃｉｔｒｅｌｌａ）、ヤガ（Ａｇｒｏｔｉｓ）種、エウクソア（Ｅｕｘｏａ）種、フェル
テア（Ｆｅｌｔｉａ）種、ミスジオリンガ（Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｎａ）、ヒリオ
シス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ）種、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、
マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、ヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ）種、
イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃ
ａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、シロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ）種、ニカメイ
ガ（Ｃｈｉｌｏ）種、アワノメイガ（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、スジコ
ナマダラメイガ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ）、ハチノスツヅリガ（Ｇａ
ｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅ
ｌｌａ）、イガ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ）、ホフマンノフィラ・プセウド
スプレテルラ（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、カコ
エキア・ポダナ（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｐｏｄａｎａ）、カプア・レテクラナ（Ｃａｐｕａ
　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、トウヒシントメハマキ（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｆｕ
ｍｉｆｅｒａｎａ）、ブドウホソハマキ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、チャ
ハマキ（Ｈｏｍｏｎａ　ｍａｇｎａｎｉｍａ）、トルトリックス・ビリダーナ（Ｔｏｒｔ
ｒｉｘ　ｖｉｒｉｄａｎａ）、クナファロケルス（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ）種、イ
ネクビボソハムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、
　甲虫目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えばアノビウム・プンクターツム（Ａｎｏｂ
ｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、コナナガシンクイ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉ
ｎｉｃａ）、エンドウゾウムシ（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、インゲン
マメゾウムシ（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ヒロトルペス・
バジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、アゲラスチカ・アルニ（Ａｇｅ
ｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍ
ｌｉｎｅａｔａ）、カラシナハムシ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、デア
ブロチカ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ）種、ナトビハムシ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙ
ｓｏｃｅｐｈａｌａ）、インゲンテントウ（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ
）、アトマリア（Ａｔｏｍａｒｉａ）種、ノコギリヒラタムシ（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕ
ｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、ハナゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ）種、コクゾウ
ムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ）種、キンケクチブトリゾウムシ（Ｏｔｉｏｒｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、バショウオサゾウムシ（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｏｒ
ｄｉｄｕｓ）、ケウソルリンクス・アッシミリス（Ｃｅｕｔｈｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａ
ｓｓｉｍｉｌｉｓ）、アルファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、
カツヲブシムシ（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ）種、トゥロゴデルマ（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ）種
、アンスレヌス（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ）種、アッタゲヌス（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ）種、ヒ
ラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ）種、メリゲセス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　
ａｅｎｅｕｓ）、プテヌス（Ｐｔｉｎｕｓ）種、ニプトゥス・ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕ
ｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、ニセマルヒョウホンムシ（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏ
ｉｄｅｓ）、トゥボリウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ）種、チャイロコメノゴミムシダマシ（
Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、アグリオテス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ）種、コノデル
ス（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ）種、ヨーロッパコフキコガネ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌ
ｏｌｏｎｔｈａ）、アンフィマロン・ソルステテアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏ
ｌｓｔｉｔｉａｌｉｓ）、コステリトゥラ・アエアランデカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚ
ｅａｌａｎｄｉｃａ）及びイネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏ
ｐｈｉｌｕｓ）。
【００４６】
　式（Ｉ）で示される化合物と式（ＩＩ）で示される少なくとも１種の化合物５から８と
の本発明の活性化合物の組み合わせは、さらに「吸汁」害虫の防除に特に適している。こ
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れらの「吸汁」害虫としては、特に次の害虫が挙げられる：
　同翅目（Ｈｏｍｏｐｔｅｒａ）から、例えばアレウロデス・ブラシッカエ（Ａｌｅｕｒ
ｏｄｅｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）
、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、ワタ
アブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒ
ｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、クリプトミズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒ
ｉｂｉｓ）、マメクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）、アフィス・ポミ（Ａｐｈ
ｉｓ　ｐｏｍｉ）、リンゴワタムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒｕｍ）、モモコ
フキアブラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ブドウジラミ（Ｐｈ
ｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）、ワタムシ（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ）種、ムギヒ
ゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ａｖｅｎａｅ）、ミズス（Ｍｙｚｕｓ）種
、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、ムギクビレアブラムシ（
Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ニドリヒメヨコバイ（Ｅｍｐｏａｓｃａ）種
、エウスケリス・ビロバーツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、ツマグロヨ
コバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、ミズキカタカイガラムシ（
Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）、オリーブカタカイガラムシ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏ
ｌｅａｅ）、ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、トビ
イロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、アカマルカイガラムシ（Ａｏｎ
ｉｄｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、シロマルカイガラムシ（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　
ｈｅｄｅｒａｅ）、コナカイガラムシ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ）種及びキジラミ（Ｐ
ｓｙｌｌａ）種。
【００４７】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、特に毛虫、甲虫幼虫、ハダニ、アブラムシ及びハ
モグリバエに対する優れた作用によって区別される。
【００４８】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、慣用の製剤、例えば液剤、エマルジョン、水和剤
、懸濁剤、粉末、粉剤、ペースト剤、水溶剤、粒剤、サスポエマルジョン製剤、活性化合
物含浸天然及び合成物質、並びに高分子物質中の微細カプセル剤に変えることができる。
【００４９】
　これらの製剤は、公知の方法で、例えば活性化合物を増量剤、すなわち液状溶媒及び／
又は固形担体と、場合によっては界面活性剤、すなわち乳化剤及び／又は分散剤、及び／
又は気泡形成剤と混合することにより製造される。
【００５０】
　使用する増量剤が水である場合には、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用すること
も可能である。液状溶媒としては本質的に適切なものは、芳香族炭化水素、例えばキシレ
ン、トルエン又はアルキルナフタレン類；塩素化芳香族炭化水素又は塩素化脂肪族炭化水
素、例えばクロロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン；脂肪族炭化水素、例
えばシクロヘキサン又はパラフィン類、例えば石油留分、鉱油及び植物油；アルコール類
、例えばブタノール又はグリコール及びこれらのエーテル類及びエステル類；ケトン類、
例えばアセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン；
強極性溶媒、例えばジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド；並びに水である。
【００５１】
　適切な固形担体は、例えばアンモニウム塩及び粉砕天然鉱物、例えばカオリン、粘土、
タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイト又はケイソウ土、並びに
粉砕合成物質、例えば高分散シリカ、アルミナ及びケイ酸塩であり；粒剤に適した固形担
体は、例えば破砕及び分別天然石、例えば方解石、大理石、軽石、海泡石及びドロマイト
、又は無機及び有機粉末の合成顆粒、並びに有機材料、例えばおが屑、ヤシ殻、トウモロ
コシ穂軸及びタバコ茎の顆粒であり；適切な乳化剤及び／又は気泡形成剤は、例えば非イ
オン性乳化剤及び陰イオン性乳化剤、例えばポリオキシエチレン脂肪酸エステル類、ポリ
オキシエチレン脂肪アルコールエーテル類、例えばアルキルアリールポリグリコールエー



(21) JP 4733027 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

テル類、アルキルスルホン酸塩類、アルキル硫酸塩類、アリールスルホン酸塩類、又はタ
ンパク質加水分解生成物であり；適切な分散剤は、例えばリグノ亜硫酸塩廃液及びメチル
セルロースである。
【００５２】
　粘着付与剤、例えばカルボキシメチルセルロース及び粉末状、粒状又はラテックス状の
天然及び合成重合体、例えばアラビアゴム、ポリビニルアルコール及びポリ酢酸ビニル、
又は天然リン脂質、例えばセファリン類及びレシチン類、並びに合成リン脂質が前記製剤
に使用できる。他の可能な添加剤は、鉱油及び植物油である。
【００５３】
　着色剤、例えば無機顔料、例えば酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー、並びに有
機染料、例えばアリザリン染料、アゾ染料及び金属フタロシアニン染料、並びに微量栄養
素、例えば鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデン及び亜鉛の塩を使用できる
。
【００５４】
　前記の製剤は、一般に活性化合物を０．１から９５重量％、好ましくは０．５から９０
重量％含有する。
【００５５】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、これらの市販されている製剤に存在させることが
できるし、またこれらの製剤から調製される使用形態であって、他の活性化合物、例えば
殺虫剤、誘引剤、滅菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺菌剤、成長調節物質又は除
草剤との混合物としての使用形態で存在させることができる。殺虫剤としては、例えば、
特にホスフェート、カルバメート、カルボキシレート、塩素化炭化水素、フェニルウレア
及び、微生物によって産生される物質が挙げられる。
【００５６】
　他の公知の活性化合物、例えば除草剤又は肥料及び生長調節剤との混合物も可能である
。
【００５７】
　殺虫剤として使用する場合には、本発明の活性化合物の組み合わせは、さらにまた市販
されている製剤中に存在させることもできるし、これらの製剤から相乗剤との混合物とし
て調製される使用形態で存在させることもできる。相乗剤は、活性化合物の作用を高める
化合物であり、加えられる相乗剤これ自体が活性である必要はない。
【００５８】
　市販されている製剤から調製される使用形態の活性化合物の含有量は、広い範囲の中で
変化させることができる。前記の使用形態の活性化合物の濃度は、活性化合物０．０００
０００１から９５重量％、好ましくは０．０００１から１重量％であり得る。
【００５９】
　前記化合物は、使用形態に適切な慣用の方法で使用される。
【００６０】
　衛生害虫及び貯蔵品害虫に対して使用する場合には、本発明の活性化合物の組み合わせ
は、木材及び土に対する優れた残留作用によって及び石灰散布した基質（ｓｕｂｓｔｒａ
ｔｅ）に対する良好なアルカリ化作用により区別される。
【００６１】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、植物害虫、衛生害虫及び貯蔵製品害虫に対して活
性であるばかりではなく、動物薬の領域において動物寄生虫（外部寄生虫）、例えばマダ
ニ、軟ダニ、疥癬ダニ、葉ダニ、ハエ（サシバエ及びナメバエ）、寄生性ハエ幼虫、シラ
ミ、ケジラミ、ハジラミ及びノミに対しても活性である。これらの寄生虫としては、下記
のものが挙げられる：
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）から、例えばブタジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕ
ｓ）種、ケモノホソジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ）種、シラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ
）種、フティルス（Ｐｈｔｉｒｕｓ）種及びソレノポテス（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ）種
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、
　ハジラミ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）並びにマルツノハジラミ亜目（Ａｍｂｌｙｃ
ｅｒｉｎａ）及びホソツノハジラミ亜目（Ｉｓｃｈｒｏｃｅｒｉｎａ）から、例えばトゥ
リメノポン（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ）種、タンカクハジラミ（Ｍｅｎｏｐｏｎ）種、トゥ
リノトン（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ）種、ボビコーラ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ）種、ウェルネキーラ
（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ）種、レピケントゥロン（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ）種、ダ
マリナ（Ｄａｍａｌｉｎａ）種、ケモノジラミ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ）種及びフェ
リコーラ（Ｆｅｌｉｃｏｌａ）種、
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）並びにネマクトケリナ（Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）及びブ
ラキケリナ（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）亜目から、例えばヤブカ（Ａｅｄｅｓ）種、ハ
マダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）種、イエカ（Ｃｕｌｅｘ）種、ブユ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
）種、エウシムリウム（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ）種、フレボトムス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍ
ｕｓ）種、ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ）種、クリコイデス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ
）種、メクラアブ（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ）種、ヒボミトラ（Ｈｙｂｏｍｉｔｒａ）種、アテ
ィロートゥス（Ａｔｙｌｏｔｕｓ）種、アブ（Ｔａｂａｎｕｓ）種、ゴマフアブ（Ｈａｅ
ｍａｔｏｐｏｔａ）種、フィリポミア（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ）種、ブラウラ（Ｂｒａ
ｕｌａ）種、イエバエ（Ｍｕｓｃａ）種、ヒドロタエア（Ｈｙｄｒｏｔａｅａ）種、サシ
バエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ）種、ハエマトビア（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ）種、モレルリア（
Ｍｏｒｅｌｌｉａ）種、ヒメイエバエ（Ｆａｎｎｉａ）種、ツェツェバエ（Ｇｌｏｓｓｉ
ｎａ）種、クロバエ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ）種、キンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ）種、オビ
キンバエ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ）、ヴォールファールトニクバエ（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔ
ｉａ）種、ニクバエ（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ）種、ヒツジバエ（Ｏｅｓｔｒｕｓ）種、ヒ
フバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ）種、ウマバエ（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ）種、シラミ
バエ（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ）種、リポプテナ（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ）種及びメロファグ
ス（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ）種、
　ノミ（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）目から、例えば、ヒトノミ（Ｐｕｌｅｘ）種、
イヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ）種、ネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ）
種及びニワトリノミ（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ）種、
　異翅亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）から、例えばトコジラミ（Ｃｉｍｅｘ）種、
サシガメ（Ｔｒｉａｔｏｍａ）種、ロドニウス（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ）種及びパンストロン
ギルス（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ）種、
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）から、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉ
ｅｎｔａｌｉｓ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、
チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）及びチャオビゴキブリ（
Ｓｕｐｅｌｌａ）種、
　コナダニ（Ａｃａｒｉｄａ）亜綱並びにマダニ亜目（Ｍｅｔａｓｔｉｇｍａｔａ）及び
トゲダニ亜目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｔａ）から、例えばナガヒメダニ（Ａｒｇａｓ）種
、カズキダニ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ）種、オトビウス（Ｏｔｏｂｉｕｓ）種、マダ
ニ（Ｉｘｏｄｅｓ）種、キララマダニ（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ）種、オウシマダニ（Ｂｏｏ
ｐｈｉｌｕｓ）種、カクマダニ（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ）種、ハエモフィラリス（Ｈａ
ｅｍｏｐｈｙｓａｌｉｓ）種、イボマダニ（Ｈｙａｌｏｍｍａ）種、コイタマダニ（Ｒｈ
ｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ）種、サシダニ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ）種、ライリーティア
（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ）種、ニューモニサス（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ）種、ステル
ノストーマ（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ）種及びヘギイダニ（Ｖａｒｒｏａ）種、
　ケダニ亜目（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ）及びコナダニ亜目（Ａｓｔｉｇｍａｔａ）から
、例えばアカリンダニ（Ａｃａｒａｐｉｓ）種、ツメダニ（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ）
種、オルニソケイレティア（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ）種、ケモチダニ（Ｍｙ
ｏｂｉａ）種、ヒツジツメダニ（Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ）種、ニキビダニ（Ｄｅｍｏｄ
ｅｘ）、ツツガムシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ）種、リストォロフォルス（Ｌｉｓｔｒｏｐ
ｈｏｒｕｓ）種、コナダニ（Ａｃａｒｕｓ）種、ケナガコナダニ（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ
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）種、ゴミコナダニ（Ｃａｌｏｇｌｙｐｈｕｓ）種、ヒポテクテス（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅ
ｓ）種、プテロリクス（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ）種、キュウセンヒゼンダニ（Ｐｓｏｒ
ｏｐｔｅｓ）、コリオプテス（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ）種、ミミヒゼンダニ（Ｏｔｏｄｅ
ｃｔｅｓ）、ヒゼンダニ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ）種、ノトエドゥレス（Ｎｏｔｏｅｄｒｅ
ｓ）種、クネミドコプテス（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ）種、シトラデテス（Ｃｙｔｏ
ｄｉｔｅｓ）種及びラミノシオプテス（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ）種。
【００６２】
　本発明の活性化合物の組み合わせはまた、農業生産家畜、例えば牛、羊、山羊、馬、豚
、ロバ、ラクダ、水牛、ウサギ、ニワトリ、七面鳥、アヒル、ガチョウ、蜜蜂、他の愛玩
動物、例えば犬、猫、愛玩鳥及び観賞魚、並びにいわゆる実験動物、例えばハムスター、
モルモット、ラット及びマウスに寄生する節足動物を駆除するのに適している。これらの
節足動物を駆除することによって、死亡例及び生産性の低下（肉、乳、毛、皮革、卵、蜜
などについて）が低減されるべきであり、ゆえに本発明の活性化合物を使用することによ
って、よりいっそう経済的で及び容易な畜産が可能である。
【００６３】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、獣医学分野において公知の方法で、例えば錠剤、
カプセル剤、頓服水剤、水薬、顆粒、ペースト剤、ボーラス剤、フィードスルー（ｆｅｅ
ｄ－ｔｈｒｏｕｇｈ）法及び坐薬の形態での経腸投与によって、例えば注射（筋肉内、皮
下、静脈内、腹腔内など）、移植などの非経口投与によって、鼻内投与によって、例えば
浸漬又は浸し塗り、噴霧、滴加及びスポッティング、洗浄及び散布の形態での皮膚使用に
よって、並びに活性化合物を含有する成形品、例えば首輪、耳標、尾標、肢帯、端綱、マ
ーキング装置などを用いて使用される。
【００６４】
　牛、ニワトリ、家畜などに使用する場合には、本発明の活性化合物の組み合わせは、該
活性化合物を１から８０重量％の量で含有する製剤（例えば、粉剤、乳剤、フロアブル剤
）として直接使用できるし又は１００から１００００倍希釈後に使用できるし、又は薬浴
として使用できる。
【００６５】
　また、本発明の化合物の組み合わせが、工業材料を破壊する昆虫に対して強い殺虫作用
を有することが知見された。
【００６６】
　下記の昆虫を、例として及び好ましい例として挙げ得るが、これらに限定されない：
　甲虫目、例えばヒロトルペス・ベジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）
、クロホルス・ピロシス（Ｃｈｌｏｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｐｉｌｏｓｉｓ）、アノビウム・
プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、ゼストビウム・ルフォビロスム
（Ｘｅｓｔｏｂｉｕｍ　ｒｕｆｏｖｉｌｌｏｓｕｍ）、プティリヌス・ペクチノコルニス
（Ｐｔｉｌｉｎｕｓ　ｐｅｃｔｉｃｏｒｎｉｓ）、デンドロビウム・ペルチネクス（Ｄｅ
ｎｄｒｏｂｉｕｍ　ｐｅｒｔｉｎｅｘ）、マツザイシバンムシ（Ｅｒｎｏｂｉｕｓ　ｍｏ
ｌｌｉｓ）、プリオビウム・カルピニ（Ｐｒｉｏｂｉｕｍ　ｃａｒｐｉｎｉ）、ヒラタキ
クイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、アフリカヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕ
ｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、リクツス・プラニコルリス（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｌａｎｉｃｏ
ｌｌｉｓ）、ナラヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、リクツス・プ
ベスケンス（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ）、トォロゴキシロン・アエカレ（Ｔｒ
ｏｇｏｘｙｌｏｎ　ａｅｑｕａｌｅ）、ケブトヒラタキクイムシ（Ｍｉｎｔｈｅｓ　ｒｕ
ｇｉｃｏｌｌｉｓ）、キシレボルス（Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ）種、トリプトデンドロン（Ｔ
ｒｙｐｔｏｄｅｎｄｒｏｎ）種、アパテ・モナクス（Ａｐａｔｅ　ｍｏｎａｃｈｕｓ）、
ボストリクス・カプキンス（Ｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｃａｐｕｃｉｎｓ）、ヘテロボスト
リクス・ブルンネウス（Ｈｅｔｅｒｏｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、シノ
キシロン（Ｓｉｎｏｘｙｌｏｎ）種及びチビタケシンクイ（Ｄｉｎｏｄｅｒｕｓ　ｍｉｎ
ｕｔｕｓ）、
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　ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａｎｓ）、例えばコルリキバチ（Ｓｉｒｅｘ　ｊｕ
ｖｅｎｃｕｓ）、モミノオオキバチ（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ）、ウロケルス・ギ
ガス・タイグヌス（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ　ｔａｉｇｎｕｓ）及びウロケルス・
アウグル（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ａｕｇｕｒ）、
　シロアリ目、例えばカロテルメス・フラビコルリス（Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖ
ｉｃｏｌｌｉｓ）、アメリカカンザイシロアリ（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｂｒｅｖｉ
ｓ）、ヘテロテルメス・インディコーラ（Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｉｎｄｉｃｏｌａ
）、キアシシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）、レティクリ
テルメス・サントネンシス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅｎｓｉｓ）
、レティクリテルメス・ルシフグス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｌｕｃｉｆｕｇｕ
ｓ）、ムカシシロアリ（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｄａｒｗｉｎｉｅｎｓｉｓ）、ネバタ
オオシロアリ（Ｚｏｏｔｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｎｅｖａｄｅｎｓｉｓ）及びイエシロアリ（
Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、
　シミ目、例えばセイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）。
【００６７】
　本明細書において工業材料とは、非生物材料、例えば好ましくは重合体、接着剤、糊、
紙及び厚紙、皮革、木材及び木工製品並びに塗料を意味すると理解されるべきである。
【００６８】
　昆虫の攻撃から保護されるべき材料は、木材及び木工製品であることが極めて特に好ま
しい。
【００６９】
　本発明の組成物又はこれを含有する混合物で保護することができる木材及び木工製品は
、例えば、建造用木材、木製梁、鉄道枕木、橋脚部品、桟橋、木製車両、箱、パレット、
コンテナー、電柱、木製パネル、木製窓枠及びドア、プライウッド、合板、建具、又は一
般的に家屋建造物もしくは建造物用建具に使用される木工製品を意味すると理解されるべ
きである。
【００７０】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、このままで使用できるし、濃厚物の形態で又は一
般的に慣用の製剤、例えば粉末、顆粒、溶液、懸濁液、エマルジョン又はペーストで使用
できる。
【００７１】
　前記の製剤は、これ自体公知の方法で製造することができ、例えば活性化合物を少なく
とも１種の溶媒又は希釈剤、乳化剤、分散剤及び／又は結合剤又は固定化剤、撥水剤、所
望ならば乾燥剤及びＵＶ安定剤並びに所望ならば着色剤及び顔料、並びに他の加工補助剤
と混合することによって製造することができる。
【００７２】
　木材及び木工製品を保護するのに使用される殺虫剤組成物又は濃厚物は、本発明の活性
化合物を０．０００１から９５重量％、特に０．００１から６０重量％の濃度で含有する
。
【００７３】
　使用する組成物又は濃厚物の量は、昆虫の種類や発生及び媒体に依存する。使用すべき
最適量は、いずれの場合にも施用について一連の試験によって決定できる。しかし、一般
的には、保護すべき材料を基準として活性化合物を０．０００１から２０重量％、好まし
くは０．００１から１０重量％使用するのが十分である。
【００７４】
　適切な溶媒及び／又は希釈剤は、有機化学溶媒もしくは溶媒混合物及び／又は低揮発性
の油性もしくは油様の有機化学溶媒もしくは溶媒混合物及び／又は極性の有機化学溶媒も
しくは溶媒混合物及び／又は水、並びに適切ならば乳化剤及び／又は湿潤剤である。
【００７５】
　用いることが好ましい有機化学溶媒は、３５よりも大きい蒸発数と、３０℃よりも高い
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引火点、好ましくは４５℃よりも高い引火点とを有する油性又は油様溶媒である。水に不
溶性であり、低い揮発性を有し且つ使用されるこのような油性又は油様溶媒は、適切な鉱
油又はその芳香族留分あるいは鉱油含有溶媒混合物、好ましくはホワイトスピリット、石
油及び／又はアルキルベンゼンである。
【００７６】
　１７０から２２０℃の沸点範囲をもつ鉱油、１７０から２２０℃の沸点範囲をもつホワ
イトスピリット、２５０から３５０℃の沸点範囲をもつスピンドル油、１６０から２８０
℃の沸点範囲をもつ石油及び芳香族炭化水素、テルペンチン油などが都合よく使用される
。
【００７７】
　好ましい実施態様では、１８０から２１０℃の沸点範囲をもつ液状脂肪族炭化水素、又
は１８０から２２０℃の沸点範囲をもつ芳香族炭化水素と脂肪族炭化水素との高沸点混合
物及び／又はスピンドル油及び／又はモノクロロナフタレン、好ましくはα－モノクロロ
ナフタレンが使用される。
【００７８】
　３５よりも大きい蒸発数と３０℃よりも高い引火点、好ましくは４５℃よりも高い引火
点をもつ低揮発性の有機油性又は油様溶媒は、溶媒混合物が同様に３５よりも大きい蒸発
数と３０℃よりも高い引火点、好ましくは４５℃よりも高い引火点をもつこと及び混合物
がこの溶媒混合物に溶解又は乳化できることを条件として、この一部を高揮発性又は中揮
発性の有機化学溶媒で交換し得る。
【００７９】
　好ましい実施態様においては、有機化学溶媒又は溶媒混合物は、脂肪族極性有機化学溶
媒又は溶媒混合物で置換される。ヒドロキシル基及び／又はエステル基及び／又はエーテ
ル基を含有する脂肪族有機化学溶媒、例えばグリコールエーテル、エステルなどを使用す
ることが好ましい。
【００８０】
　本発明の目的に使用される有機化学結合剤は、これ自体公知であり及び水で希釈でき及
び／又は使用する有機化学溶媒に溶解又は分散又は乳化することができる合成樹脂及び／
又は結合性乾性油であり、特にアクリル酸樹脂、ビニル樹脂、例えばポリ酢酸ビニル、ポ
リエステル樹脂、重縮合又は重付加樹脂、ポリウレタン樹脂、アルキド樹脂又は変性アル
キド樹脂、フェノール樹脂、炭化水素樹脂、例えばインデン／クマロン樹脂、シリコン樹
脂、乾性植物油及び／又は乾性油及び／又は天然樹脂及び／又は合成樹脂を基材とした物
理的乾燥性結合剤からなるか又はこれらを含有してなる結合剤である。
【００８１】
　結合剤として使用される合成樹脂は、エマルジョン、分散物又は溶液の形態で使用でき
る。また、ビチューメン又はビチューメン様物質も、最大１０重量％の量で結合剤として
使用し得る。さらにまた、これ自体公知の着色剤、顔料、撥水剤、臭気中和剤及び阻害剤
又は防錆剤などが使用できる。
【００８２】
　本発明によれば、前記の組成物又は濃厚物は、有機化学結合剤として、少なくとも１種
のアルキド樹脂又は変性アルキド樹脂及び／又は乾性植物油を含有することが好ましい。
本発明に従って使用することが好ましいアルキド樹脂は、４５重量％を超える含油量、好
ましくは５０から６８重量％の含油量を有するアルキド樹脂である。
【００８３】
　前記の結合剤の一部又は全部は、固定化剤（混合物）又は可塑剤（混合物）で置換する
ことができる。これらの添加剤は、活性化合物の蒸発、結晶化又は沈降を防止することを
目的とする。これらの添加剤は、結合剤の０．０１から３０％（使用する結合剤１００％
を基準として）を置換することが好ましい。
【００８４】
　可塑剤は、フタル酸エステル、例えばフタル酸ジブチル、フタル酸ジオクチル又はフタ
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ル酸ベンジルブチル；リン酸エステル、例えばリン酸トリブチル；アジピン酸エステル、
例えばアジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）；ステアリン酸エステル、例えばステアリン
酸ブチル又はステアリン酸アミル；オレイン酸エステル、例えばオレイン酸ブチル；グリ
セリンエーテル又は高分子量グリコールエーテル、グリセリンエステル及びｐ－トルエン
スルホン酸エステルの化学分類のものである。
【００８５】
　固定化剤は、ポリビニルアルキルエーテル、例えばポリビニルメチルエーテル又はケト
ン類、例えばベンゾフェノン又はエチレンベンゾフェノンを化学的に基剤とする。
【００８６】
　他の適切な溶媒又は希釈剤は、特に水、適切ならば前記の有機化学溶媒又は希釈剤、乳
化剤及び分散剤の１種又はそれ以上との混合物としての水である。
【００８７】
　特に効果的な木材の保護は、工業的規模の含浸法によって、例えば減圧法、二重減圧法
又は加圧法によって達成される。
【００８８】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、同時に、塩水又は塩気のある水と接触する物体、
例えば船体、スクリーン、網、建造物、係留及び信号設備を付着物から保護するのに使用
できる。
【００８９】
　付着性の貧毛綱（Ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ）、例えばサンザシゴカイ科（Ｓｅｒｐｕｌ
ｉｄａｅ）による付着物及びレダモルファ（Ｌｅｄａｍｏｒｐｈａ）群（フジツボ類）の
貝及び種、例えば種々のエボシガイ（Ｌｅｐａｓ）種及びスカルペルム（Ｓｃａｌｐｅｌ
ｌｕｍ）種による付着物又はフジツボ下目（Ｂａｌａｎｏｍｏｒｐｈａ）群（フジツボ）
の種、例えばフジツボ（Ｂａｌａｎｕｓ）種又はポリキペス（Ｐｏｌｌｉｃｉｐｅｓ）種
による付着物は、船舶の摩擦抵抗を大きくし、この結果、より大きなエネルギー消費及び
更に頻繁な乾ドックにおける居留による運転コストの著しい増加を招く。
【００９０】
　藻類例えばシオミドロ（Ｅｃｔｏｃａｒｐｕｓ）種及びケラミウム（Ｃｅｒａｍｉｕｍ
）種による付着物は別にして、蔓脚類（Ｃｉｒｒｉｐｅｄｉａ）という一般名に入る付着
性エントモストラーカ（Ｅｎｔｏｍｏｓｔｒａｋａ）群による付着物が特に重要である。
【００９１】
　意外にも、今般、本発明の活性化合物の組み合わせが顕著な防汚作用をもつことが知見
された。
【００９２】
　本発明の活性化合物の組み合わせを使用すると、重金属の使用例えば、ビス（トリアル
キル錫）スルフィド、トリ－ｎ－ブチル錫ラウレート、トリ－ｎ－ブチル錫クロリド、酸
化銅（Ｉ）、トリエチル錫クロリド、トリ－ｎ－ブチル（２－フェニル－４－クロロフェ
ノキシ）錫、トリブチル錫オキシド、モリブデンジスルフィド、酸化アンチモン、高分子
チタン酸ブチル、フェニル（ビスピリジン）ビスマスクロリド、トリ－ｎ－ブチル錫フル
オリド、エチレンビスチオカルバミン酸マンガン、ジメチルジチオカルバミン酸亜鉛、エ
チレンビスチオカルバミン酸亜鉛、２－ピリジンチオール－１－オキシドの亜鉛塩及び銅
塩、ビスジメチルジチオカルバモイル－エチレンビスチオカルバミン酸亜鉛、酸化亜鉛、
エチレン－ビスジチオカルバミン酸銅（Ｉ）、チオシアン酸銅、ナフテン酸銅及びトリブ
チル錫ハライドにおける重金属の使用を不用にする又はこれらの化合物の濃度を実質的に
下げることを可能にする。
【００９３】
　適切ならば、すぐ使用できる防汚塗料は、追加成分として他の活性化合物、好ましくは
殺藻剤、殺菌剤、除草剤、殺軟体動物剤、又は他の防汚活性化合物を含有することができ
る。
【００９４】
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　本発明の防汚組成物との組み合わせに適した好ましい成分は：
　殺藻剤、例えば２－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－４－シクロプロピルアミノ－６－メチル
チオ－１，３，５－トリアジン、ジクロロフェン、ジウロン、エンドタール、フェンチン
アセテート、イソプロツロン、メタベンズチアズロン、オキシフルオルフェン、キノクラ
ミン及びテルブトリン；
　殺菌剤、例えばベンゾ［ｂ］チオフェンカルボン酸シクロヘキシルアミド－Ｓ，Ｓ－ジ
オキシド、ジクロフルアニド、フルオロフォルペット、３－ヨード－２－プロピニルブチ
ルカルバメート、トリルフルアニド及びアゾール類、例えばアザコナゾール、シプロコナ
ゾール、エポキシコナゾール、ヘキサコナゾール、メトコナゾール、プロピコナゾール及
びテブコナゾール；
　殺軟体動物剤、例えばフェンチンアセテート、メタアルデヒド、メチオカルブ、ニクロ
サミド、チオジカルブ及びトリメタカルブ；
　又は慣用の防汚活性化合物、例えば４，５－ジクロロ－２－オクチル－４－イソチアゾ
リン－３－オン、ジヨードメチルパラトリルスルホン、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルチオカル
バモイルチオ）－５－ニトロチアジル、２－ピリジンチオール－１－オキシドのカリウム
塩、銅塩、ナトリウム塩及び亜鉛塩、ピリジン－トリフェニルボラン、テトラブチルジス
タノキサン、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、２，
４，５，６－テトラクロロイソフタロニトリル、テトラメチルチウラムジスルフィド及び
２，４，６－トリクロロフェニルマレイミドである。
【００９５】
　使用する防汚組成物は、本発明の組成物の本発明の活性化合物を０．００１から５０重
量％、特に０．０１から２０重量％の濃度で含有する。
【００９６】
　また、本発明の防汚組成物は、慣用の成分、例えば、Ｕｎｇｅｒｅｒ，Ｃｈｅｍ．Ｉｎ
ｄ．，１９８５，３７，７３０－７３２及びＷｉｌｌｉａｍｓ，Ａｎｔｉｆｏｕｌｉｎｇ
　Ｍａｒｉｎｅ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ，　Ｎｏｙｅｓ，Ｐａｒｋ　Ｒｉｄｇｅ，１９７３に
記載の成分を含有する。
【００９７】
　防汚塗料は、本発明の殺藻、殺菌、殺軟体動物活性化合物及び殺虫活性化合物の他に特
に結合剤を含有する。
【００９８】
　認められている結合剤の例は、溶媒系中のポリ塩化ビニル、溶媒系中の塩素化ゴム、溶
媒系特に水性系中のアクリル樹脂、水性分散物又は有機溶媒系の形態の塩化ビニル／酢酸
ビニル共重合体系、ブタジエン／スチレン／アクリロニトリルゴム、乾性油例えば亜麻仁
油、タール又はビチューメン、アスファルト及びエポキシ化合物と組み合わせた樹脂エス
テル又は変性硬化樹脂、少量の塩素ゴム、塩素化ポリプロピレン及びビニル樹脂である。
【００９９】
　適切ならば、塗料はまた、塩水に溶けないことが好ましい無機顔料、有機顔料又は着色
剤を含有する。塗料はまた、活性化合物の制御された放出を可能にするロジンなどの物質
を含有していてもよい。さらにまた、塗料は可塑剤、流動学的性質に影響を及ぼす変性剤
及び他の慣用の成分を含有していてもよい。本発明の化合物又は前記の混合物はまた、自
己研磨性防汚系に配合してもよい。
【０１００】
　また本発明の活性化合物の組み合わせは、例えば住居、工場ホール、事務所、車両操縦
室などの密閉空間に認められる動物害虫、特に昆虫、クモ形類動物及びダニを防除するの
に適している。本発明の活性化合物の組み合わせは、これらの害虫を防除するための家庭
用殺虫剤製品に使用できる。発明の活性化合物の組み合わせは、感受性及び抵抗性の種や
全ての発育段階に対して活性である。これらの害虫としては、下記の害虫が挙げられる：
　カサゴ目（Ｓｃｏｒｐｉｏｎｉｄｅａ）から、例えばサハライエロースコーピオン（Ｂ
ｕｔｈｕｓ　ｏｃｃｉｔａｎｕｓ）、
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　ダニ目（Ａｃａｒｉｎａ）、例えばペルシャダニ（Ａｒｇａｓ　ｐｅｒｓｉｃｕｓ）、
鳩扁ダニ（Ａｒｇａｓ　ｒｅｆｌｅｘｕｓ）、ハダニ（Ｂｒｙｏｂｉａ）種、ワクモ（Ｄ
ｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、グリキファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃ
ｉｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、オルニトドルス・モウバートゥ（Ｏｒｎｉｔ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｏｕｂａｔ）、クリイロコイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ
　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）、トゥロンビクラ・アルフレドドゥゲシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌ
ａ　ａｌｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）、ネウトゥロビクラ・アウトゥムナリス（Ｎｅｕｔｒｏ
ｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、デルマトファゴイデス・プテロニッシムス（
Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｉｓｓｉｍｕｓ）及びデルマトファゴ
イデス・フォリネ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆｏｒｉｎａｅ）、
　クモ目（Ａｒａｎｅａｅ）から、例えばオオツチグモ科（Ａｖｉｃｕｌａｒｉｉｄａｅ
）及びコガネクモ科（Ａｒａｎｅｉｄａｅ）、
　メクラグモ目（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ）から、例えばプセウドコルピオーネス・ケリフェ
ル（Ｐｓｅｕｄｏｓｃｏｒｐｉｏｎｅｓ　ｃｈｅｌｉｆｅｒ）、プセウドコルピオーネス
・ケリディウム（Ｐｓｅｕｄｏｓｃｏｒｐｉｏｎｅｓ　ｃｈｅｉｒｉｄｉｕｍ）及びオピ
リオーネス・ファランギウム（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ　ｐｈａｌａｎｇｉｕｍ）、
　等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）から、例えばオニクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅ
ｌｌｕｓ）及びワラジムシ（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）、
　ヤスデ類（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）、例えばブラニウルス・グッツラートゥス（Ｂｌａｎ
ｉｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）及びポリデスムス（Ｐｏｌｙｄｅｓｍｕｓ）種、
　唇脚目（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）から、例えばツチムカデ（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ）種、
　シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）から、例えば、クテノレピスマ（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓ
ｍａ）種、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）及びレピスモデス・
インクィリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉｎｑｕｉｌｉｎｕｓ）、
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉａ）から、例えばトウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏ
ｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）
、オキナワチャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ロイコファエ
ア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、パンクローラ（Ｐａｎｃｈｌ
ｏｒａ）種、ウッドゴキブリ（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ）種、コワモンゴキブリ（Ｐｅｒ
ｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌａｓｉａｅ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅ
ｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、トビイロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｂｒｕｎｎ
ｅａ）、クロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｆｕｌｉｇｉｎｏｓａ）及びチャオビ
ゴキブリ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）種、
　長弁目（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）から、例えばヨーロッパイエコオロギ（Ａｃｈｅｔａ
　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、
　ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）から、例えばヨーロッパクギヌキハサミムシ（
Ｆｏｒｆｉｃｕｌａ　ａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ）、
　シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えばカロテルメス（Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ）
種及びヤマトシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ）種、
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）から、例えば、レピナツス（Ｌｅｐｉｎａｔ
ｕｓ）種及びリポスケリス（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ）種、
　コレプテーラ目（Ｃｏｌｅｐｔｅｒａ）から、例えばアンスレヌス（Ａｎｔｈｒｅｎｕ
ｓ）種、アッタゲヌス（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ）種、カツヲブシムシ（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ
）種、コゴメゴミムシダマシ（Ｌａｔｈｅｔｉｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ネクロビア（Ｎ
ｅｃｒｏｂｉａ）種、プテヌス（Ｐｔｉｎｕｓ）種、コナナガシンクイ（Ｒｈｉｚｏｐｅ
ｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ）、グラナリアコクゾウムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒ
ａｎａｒｉｅｓ）、ココクゾウムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、コクゾウ
ムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）及びジンサンシバンムシ（Ｓｔｅｇｏｂ
ｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えばネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ
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）、ヒトスジシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデス・タエニオリンク
ス（Ａｅｄｅｓ　ｔａｅｎｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）、ハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）
種、クロバエ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、クリソゾーナ
・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、ネッタイイエカ（Ｃｕ
ｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎ
ｓ）、クレックス・タルサリス（Ｃｕｌｅｘ　ｔａｒｓａｌｉｓ）、ショウジョウバエ（
Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ）種、ヒメイエバエ（Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ）、
イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、サシチョウバエ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕ
ｓ）種、サルコファーガ・カルナルア（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｃａｒｎａｒｉａ）、ブ
ユ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ）種、サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）及び
チプラ・パルドーサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、
　鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えばアクロイア・グリセルラ（Ａｃｈｒｏ
ｉａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、ハチノスツヅリガ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌ
ａ）、ノシメマダラメイガ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ）、チネア・
コアケルラ（Ｔｉｎｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、イガ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅ
ｌｌａ）及びコイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えばイヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌ
ｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｈｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）、ヒ
トノミ（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、スナノミ（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ
）及びケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｓｉｓ）、
　膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えばカンポノトゥス・ヘルクレアヌス（Ｃ
ａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｈｅｒｃｕｌｅａｎｕｓ）、クロクサアリ（Ｌａｓｉｕｓ　ｆｕｌ
ｉｇｉｎｏｓｕｓ）、トビイロケアリ（Ｌａｓｉｕｓ　ｎｉｇｅｒ）、アメイロケアリ（
Ｌａｓｉｕｓ　ｕｍｂｒａｔｕｓ）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａ
ｏｎｉｓ）、スズメバチ（Ｐａｒａｖｅｓｐｕｌａ）種及びトビイロシワアリ（Ｔｅｔｒ
ａｍｏｒｉｕｍ　ｃａｅｓｐｉｔｕｍ）、
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）、例えばアタマジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａ
ｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ）、コロモジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏ
ｒｐｏｒｉｓ）及びケジラミ（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、
　半翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）から、例えばネッタイナンキンムシ（Ｃｉｍｅｘ　
ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ）、トコジラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、ローデ
ヌス・プロリクス（Ｒｈｏｄｉｎｕｓ　ｐｒｏｌｉｘｕｓ）及びブラジルサシガメ（Ｔｒ
ｉａｔｏｍａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）。
【０１０１】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、エアゾール、非加圧スプレー製品、例えばポンプ
付き及びアトマイザー付きスプレー、自動煙霧装置、煙霧器、フォーム、ゲル、セルロー
ス製又は重合体製の蒸発錠剤を有する蒸発器製品、液体蒸発器、ゲル及び膜式蒸発器、噴
射剤駆動蒸発器、無動力又は受動蒸発装置、防虫紙、防虫バッグ及び防虫ゲルとして、展
着用の餌又は誘引ステーションにおいて顆粒又は粉末として使用される。
【０１０２】
　本発明に従って、全ての植物及び植物部分を処理することができる。植物とは、本明細
書では全ての植物及び植物群、例えば望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（
天然産の作物植物を含む）を意味すると理解されるべきである。作物植物は、慣用の植物
育種法及び最適化法によって又はバイオテクノロジー法及び遺伝子工学法によって、又は
これらの方法の組み合わせによって得ることができる植物、例えばトランスジェニック植
物であることができ、また植物育種者の権利によって保護し得るか又は保護し得ない植物
変種であることができる。植物部分とは、植物の全ての地上部分及び地下部分並びに器官
、例えば新芽、葉、花及び根を意味すると理解されるべきであり、挙げ得る例は葉、針状
葉、茎、幹、花、子実体、果実、種子、根、塊茎及び地下茎である。また、植物部分とし
ては、収穫物並びに栄養及び生殖繁殖材料、例えば挿し木、塊茎、地下茎、短匐枝及び種
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子が挙げられる。
【０１０３】
　活性化合物による植物及び植物部分の本発明の処理は、直接に行うか又は該活性化合物
を該植物及び植物部分の周囲、生育環境又は貯蔵空間に慣用の処理方法で作用させること
によって、例えば浸漬、噴霧、蒸発、燻煙、散布、塗布により作用させることによって行
い、また繁殖材料の場合、特に種子の場合には一つ又はそれ以上の被覆を施すことによっ
て行う。
【０１０４】
　前記で既に述べたように、本発明に従って全ての植物及びこの部分を処理することがで
きる。好ましい実施態様においては、野生植物種又は植物変種、又は慣用の生物学的育種
法、例えば異種交配又はプロトプラスト融合法によって得られる植物変種、並びにこれら
の部分が処理される。別の好ましい実施態様においては、遺伝子工学によって、適切なら
ば慣用の方法と組み合わせることによって得られるトランスジェニック植物及び植物変種
（遺伝子組換え生物）、並びにこれらの部分が処理される。「部分」又は「植物の部分」
又は「植物部分」という用語は、前記で既に説明してある。
【０１０５】
　いずれの場合にも市販されているか又は使用されている植物変種の植物が、本発明に従
って処理されることが特に好ましい。
【０１０６】
　植物種又は植物変種、この生育場所及び栽培条件（土壌、気候、植物期間、養分）に応
じて、本発明の処理はまた、付加（「相乗」）効果をもたらし得る。従って、例えば、施
用量の低減及び／又は活性スペクトルの拡大及び／又は本発明に従って使用できる物質及
び組成物の活性の増大、よりよい植物生長、高温又は低温に対する耐性の増大、干ばつ又
は水もしくは土壌塩分に対する耐性の増大、開花性能の増大、収穫のより容易さ、熟成の
促進、より高い収穫量、よりよい品質及び／又はより高い栄養価の収穫品、収穫品のより
よい貯蔵安定性及び／又は加工性が可能であり、これらは実際に期待されるべきであった
効果を上回る。
【０１０７】
　好ましい及び本発明に従って処理されるべきトランスジェニック植物又は植物変種（す
なわち、遺伝子工学によって得られるトランスジェニック植物又は植物変種）としては、
遺伝子組換えにおいてこれらの植物に特に都合のよい有用な特性を付与する遺伝子材料を
受け入れた植物全てが挙げられる。このような特性の例は、よりよい植物生長、高温又は
低温に対する耐性の増大、干ばつ又は水もしくは土壌塩分に対する耐性の増大、高められ
た開花性能、収穫のより容易さ、促進された熟成、より高い収穫量、よりよい品質及び／
又はより高い栄養価の収穫品、収穫品のよりよい貯蔵安定性及び／又は加工性である。こ
のような性質の別の例及び特に重視される例は、動物及び微生物害虫、例えば昆虫、ダニ
、植物病原性の真菌、細菌及び／又はウイルスに対する植物のよりよい防衛能であり、ま
たある種の除草活性化合物に対する植物の高められた抵抗性である。挙げ得るトランスジ
ェニック植物の例は、重要な作物植物、例えば穀類（コムギ、イネ）、トウモロコシ、ダ
イズ、ジャガイモ、ワタ、アブラナ及び果樹植物（リンゴ、ナシ、柑橘系果物及びブドウ
）であり、特に重要なものはトウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、ワタ、タバコ及びアブ
ラナが挙げられる。特に重要な特性は、植物内で形成される毒素、特にバシラス・スリン
ジエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来の遺伝物質によって
（例えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩ
Ａ、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ及び
ＣｒｙＩＦ並びにこれらの組み合わせによって）形成される毒素による昆虫に対する植物
の高められた防衛能である（以下、「Ｂｔ植物」という）。また特に重視される特性は、
全身獲得抵抗性（ＳＡＲ）、システミン、フィトアレキシン類、エリシター類及び耐性遺
伝子並びにこれらに対応して発現されるタンパク質及び毒素による真菌、細菌及びウイル
スに対する植物の高められた抵抗性である。さらにまた特に重視される特性は、ある種の
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除草活性化合物、例えばイミダゾリノン類、スルホニルウレア類、グリホセート又はホス
フィノトリシンに対する植物の高められた耐性（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子）である。当
該所望の特性を付与する遺伝子はまた、トランスジェニック植物内で相互に組み合わせて
存在させ得る。挙げ得る「Ｂｔ植物」の例は、トウモロコシ変種、ワタ変種、ダイズ変種
及びジャガイモ変種であり、これらは商品名ＹＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば
、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）（例えばトウモロコシ
）、ＳｔａｒＬｉｎｋ（登録商標）（例えばトウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商
標）（ワタ）、Ｎｕｃｏｔｎ（登録商標）（ワタ）及びＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ジ
ャガイモ）として販売されている。挙げ得る除草剤抵抗性植物の例は、トウモロコシ変種
、ワタ変種及びダイズ変種であり、これらは商品名Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商
標）（グリホセート抵抗性、例えばトウモロコシ、ワタ、ダイズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌ
ｉｎｋ（登録商標）（ホスフィノトリシン抵抗性、例えばアブラナ）、ＩＭＩ（登録商標
）（イミダゾリノン抵抗性）及びＳＴＳ（登録商標）（スルホニルウレア抵抗性、例えば
トウモロコシ）として販売されている。挙げ得る除草剤抵抗性植物（除草剤耐性について
慣用の方法で栽培された植物）としては、商品名Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例
えばトウモロコシ）として販売されている変種が挙げられる。勿論、これらの説明は、こ
れらの遺伝特性又はさらに開発されるべき遺伝特性を有する植物変種にも適用され、これ
らの植物は今後開発され及び／又は市販されるであろう。
【０１０８】
　前記に挙げた植物は、本発明の活性化合物混合物を用いて本発明の方法に従って特に都
合のよい方法で処理することができる。また、前記混合物について前記で述べた好ましい
範囲も、これらの植物の処理に適用される。本明細書に具体的に述べた混合物を用いて植
物を処理することが特に重要である。
【０１０９】
　本発明の活性化合物の組み合わせの良好な殺虫及び殺ダニ作用は、以下の実施例から認
めることができる。個々の活性化合物はこの作用が弱いが、この組み合わせはこの作用の
単純合計を超える作用を示す。
【０１１０】
　殺虫剤及び殺ダニ剤における相乗効果は、活性化合物の組み合わせの作用が個々に施用
された場合の活性化合物の作用の合計を超える場合に常に存在する。
【０１１１】
　２種類の活性化合物の所望の組み合わせについて期待される作用は、Ｃｏｌｂｙ式〔Ｓ
．Ｒ．Ｃｏｌｂｙ，「Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎ
ｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎ
ａｔｉｏｎｓ」，Ｗｅｅｄｓ　１９６７，１５，２０－２２〕を使用して下記の通りに算
出することができる：
　Ｘが、活性化合物Ａをｍ　ｇ／ｈａの施用量で又はｍ　ｐｐｍの濃度で用いる場合の殺
虫率（未処理対照の％として表される）であり、
　Ｙが、活性化合物Ｂをｎ　ｇ／ｈａの施用量で又はｎ　ｐｐｍの濃度で用いる場合の殺
虫率（未処理対照の％として表される）であり、及び
　Ｅが、活性化合物Ａ及びＢを（ｍ＋ｎ）ｇ／ｈａの施用量で又は（ｍ＋ｎ）ｐｐｍの濃
度で用いる場合の殺虫率（未処理対照の％として表される）である場合には、この場合に
は
【０１１２】
【数１】

である。
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【０１１３】
　実際の殺虫率が計算値を超える場合には、前記の組み合わせの作用は超付加（ｓｕｐｅ
ｒａｄｄｉｔｉｖｅ）的であり、すなわち相乗効果が存在する。この場合には、実際に観
察された殺虫率は、期待される殺虫率（Ｅ）について前記の式を使用して算出される値を
越えなければならない。
【実施例】
【０１１４】
　実施例Ａ
カラシナハムシ幼虫試験
　　溶　媒：　ジメチルホルムアミド７重量部
　　乳化剤：　アルキルアリールポリグリコールエーテル２重量部
　活性化合物の適切な製剤を製造するために、活性化合物１重量部を前記の量の溶媒及び
乳化剤と混合し、得られた濃厚物を乳化剤含有水で所望の濃度に希釈した。
【０１１５】
　キャベツの葉を、所望の濃度の活性化合物の製剤に浸漬することによって処理し、葉が
まだ湿っている間にコナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）の毛虫を生息さ
せた。
【０１１６】
　所望の時間後に、殺虫率％を測定した。１００％は、毛虫全部が死んだことを意味する
。０％は毛虫が死ななかったことを意味する。
【０１１７】
　この試験で、下記の本願の活性化合物の組み合わせは個々に施用された活性化合物と比
べて相乗的に高められた活性を示した。
【０１１８】
【表３】
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